
 

 

 

本県では、「県民みんなで家庭教育応援事業」の一環として、「みやざき家庭教育サポートプログラム」、通称

「サポ・プロ」に取り組んでいます。「子育てのヒントが見つかる！」をポイントに、誰でも気軽に参加することができる参加体験型の学習プログ

ラムです。参加者同士が交流しながら、ともに活動することを通して、親としての役割や子供との関 

わり方、地域の親子の支援の仕方について気付くきっかけとなります。本年度、南部教育事務所管 

内では、家庭教育学級やPTA研修会、就学時健診や高齢者学級等、様々な場面で御活用いただ 

きました。次年度の御依頼も受け付けておりますので、お気軽に御連絡ください。 

 

１月から２月にかけて、南部教育事務所管内、全ての小中学校を対象に「学びの確認」応援プロジェクトを実施しました。 

御対応いただき、ありがとうございました。各学校の管理職の皆様と学力向上に向けた組織的な対応について協議する中

で、学力向上を図るためには、授業の基盤となる学級経営が重要であることについても話題となりました。 

児童生徒が「分からない」「教えて」と素直に言える安心して学ぶことができる学級、「役割」「活躍する場」「居心地の

よい場」といった自分の居場所がある学級…。そんな一人一人が大切にされる学級の中で、「知りたい」「楽しい」「やっ 

てみたい」といった学びに向かう力が高まっていくのではないでしょうか。そこで、今回はスーパーティーチャーに聞いた

「学級経営で大切にしたいこと」を紹介します。今年度も残すところ１ヶ月です。１年間のまとめの時期だからこそ、「学級経

営（学級づくり）」について考えてみませんか？ 
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～スーパーティーチャーに聞いてみよう！ 「学級経営で大切にしたいこと」～ 

みんなで応援！みやざきの家庭教育 ～みやざき家庭教育サポートプログラム～
～ 

子育てに関して、みなさんの意見を聞く 
ことができて新鮮な気持ちになりました。 

学級懇談会でサポ・プロが
できるとよいと思いました。 

ワークショップの進め方が、他の研修
でも生かすことのできる内容でした。 
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 ずばり「コミュニケーションづくり」です。 
 人間関係を固定化せず、男女関係なく、誰とでもコミ
ュニケーションを行うことができる学級づくりを意識し
ています。４月～６月の中で、たくさん生徒たちに話をさ
せて、固定化された人間関係をいい意味で崩し、「こ
のクラスは安心な場所だ」と実感できるようにしていま
す。主体的・対話的で深い学びの実現のためには、こ
の安心感が必要不可欠と考えています。 
 よく「カフェにいると思って話してみてごらん。」と子供
たちに投げかけます。すると、黒板の方を向いたまま話
すのではなく、対面して話すようになります。互いの顔
を見合わせながら話すという基本的な事が、とても大
事だと考えています。 

 「どれだけ自分が伸びたか」を実感させることです。
生徒たちに、この１年でできるようになったことを書か
せ、互いに発表させメタ認知させる。そこで生徒同士
や教師の言葉かけにより、自信をもたせる。自分の成
長を書けない子に対しても、友だちが成長を見つけて
くれます。 
そうやって「次の学年でもがんばろう」と思えるよう
にして、学年末を締めくくりたいと考えています。 

Q1 ：  学級経営（学級づくり）で１番大切にしていることは何ですか？ 

Q２ ：  学年末、特に意識して指導したり、児童生徒と関わったりしていることはありますか？ 

子供たちとは、「こころのはたらきを高めよう。」といっ
た言い方で、大切にしたいことを確認し、めざすようにし
ています。これまで注目してきた心的な機能は、メタ認
知、認知の多様性、内言語、注意機能、感情の言語化で
す。自分を見つめる自分を育てる、いろいろな見方や考
え方をする、自分に語りかける言葉で言動を調整する、
注意を向けたりそらしたりして気分を変える、気持ちを言
葉にして伝え感情を整理するといった内容になります。 
個々の状況に応じて、これらの内容に関する学びの
計画を立てます。学級づくりという集団が意識される営
みにおいても、一人一人にどんな力を育てればよいの
かという視点は役に立つように思っています。 

今は、肯定的な言葉で一年間をまとめられるよう働
きかけているところです。もし、どうしてもダメだったと
思えるときには、ユーモアで乗り切ればよいことも伝え
ています。ユーモアとは、「どんな困難な状況にも負け
ないという姿勢を示すこと」という考え方を共有できる
よう心がけています。ときには、本当かどうかより気持
ちが楽になること（心の中の現実）の方が大切である
ことを、意識するようにしています。 


